急啓
突然のご連絡で失礼いたします。
実は、急な事情が発生し、お力をお借りしたく一筆申し上げます。

現在、住宅のリフォーム工事に予想外の追加費用が生じてしまい、その支払いにあたり約五十万円ほどの資金が不足しています。事前に見積もりを立てておりましたが、建材の高騰や追加補修の必要が出たため、予定以上の出費となりました。

資金は月末に予定しているボーナスで必ず返済させていただく所存です。誠に恐縮ではございますが、ご厚意にすがらせていただけないかと考え、一筆差し上げました。ご了承いただけましたら、正式な借用書をお持ちし、ご自宅へ伺わせていただきます。

お忙しいところ誠に恐縮ですが、何卒ご検討のほどよろしくお願い申し上げます。
　　敬具
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